
建
仁
四
年
甲
子
（
正
月
廿
日
、
元
久
元
年
と
な
す
）

正
月
大

五
日
五
日
五
日
五
日
己
巳
、
天
霽
る
。
風
静
か
な
り
。
将
軍
家
（
去
年
十
月
廿
四
日
右
兵
衛
佐
に
任
じ
お
わ
し
ま
す
）、
始

め
て
鶴
岡
八
幡
宮
に
御
参
。
前
後
の
供
奉
人
、

か
き墻

を
な
す
。
朝
光
御
剣
を
持
つ
。
宮
寺
に
お
い
て
法
華
経
を

供
養
す
。
安
楽
房
導
師
た
り
。
請
僧
六

く口
な
り
。
そ
の
後
、
御
布
施
を
引
か
る
。
口
別
帖
絹
三
疋
。
筑
後
太

郎
朝
重
こ
れ
を
沙
汰
す
と
云
々
。

八
日
八
日
八
日
八
日
壬
申
、
陰
。
御
所
心
経
会
。
導
師
真
智
房
法
橋
。
請
僧
六
口
。
将
軍
家
南
面
に
出
御
す
。
事
お
わ
り

て
御
馬
を

ひ牽
か
る
。

十
日
十
日
十
日
十
日
甲
戌
、
晴
。
寒
風
は
な
は
だ

と利
し
。
午
の
刻
に
及
び
よ
う
や
く
休
止
す
。
御
弓
始
有
り
。
将
軍
家
出

御
す
。
御
簾
を
上
げ
ら
る
。
射
手
六
人
。
お
の
お
の

に
ご

二
五
度
。
射
終
わ
る
の
後
、
西
廊
に
お
い
て
禄
に
預
か

る
。

む
か
ば
き

行
騰
・
沓
・
弓
・

そ
や

征
箭
等
な
り
。

　
射
手
、

一
番
　
和
田
平
太
胤
長
　
　
　
　
榛
谷
四
郎
重
朝

二
番
　
諏
方
大
夫
盛
隆
　
　
　
　
海
野
小
太
郎
行
氏

三
番
　
望
月
三
郎
重
隆
　
　
　
　
吾
妻
四
郎
助
光

十
二
日

十
二
日

十
二
日

十
二
日
丙
子
、
晴
。
将
軍
家
御
読
書
（
孝
経
）
始
。
相
模
権
守
、
御
侍
読
た
り
。
こ
の
儒
、
殊
な
る
文
章

な
き
に
よ
り
、
才
名
の
誉
な
し
と
い
え
ど
も
、
好
ん
で
書
籍
を
集
め
、
詳
か
に
百
家
九
流
に
通
ず
と
云
々
。

御
読
合
の
後
、
砂
金
五
十
両
・
御
剣
一
腰
を
仲
章
に
賜
る
。

十
四
日

十
四
日

十
四
日

十
四
日
戊
寅
、
霽
。
将
軍
家
二
所
御
精
進
始
。

十
八
日

十
八
日

十
八
日

十
八
日
壬
午
、
天
顔
快
晴
。
辰
の
刻
、
鶴
岳
別
当
阿
闍
梨
尊
暁
、
将
軍
家
の
御
祈
祷
の
た
め
、
二
所
に
進

発
す
。
江
馬
四
郎
主
、
奉
幣
の
御
使
と
し
て
同
じ
く
参
り
給
う
。
先
ず
御
所
に
参
り
、
南
庭
に
跪
か
る
（
僮

僕
皆
門
外
に
在
り
）。
将
軍
家
南
の
階
よ
り
下
御
す
。
庭
上
に
お
い
て
伊
豆
・
筥
根
・
三
嶋
の
方
に
向
か
い
、

廿
一
反
拝
し
給
う
（
お
の
お
の
七
返
）。
次
い
で
四
郎
主
そ
の
所
を
起
ち
、
鶴
岳
宮
に
参
る
の
後
、
進
発
せ

ら
る
。

廿
二
日

廿
二
日

廿
二
日

廿
二
日
丙
戌
、
細
雨

そ
そ灑

ぐ
。
晩
鐘
の
程
、
江
間
殿
二
所
よ
り
還
向
す
。
伊
豆
山
よ
り

じ
き直

に
参
着
せ
ら
る
と

云
々
。

二
月
小

九
日
九
日
九
日
九
日
癸
卯
、
晴
。
鶴
岳
の
御
神
楽
、
例
の
ご
と
し
。
前
大
膳
大
夫
広
元
朝
臣
、
奉
幣
の
御
使
た
り
。



十
日
十
日
十
日
十
日
甲
辰
、
伊
勢
国
員
弁
郡
司
進
士
行
綱
、
囚
人
と
し
て
召
し
置
か
る
。
義
盛
の
訴
え
に
よ
っ
て
な
り
。<

十
二
日

十
二
日

十
二
日

十
二
日
丙
午
、
将
軍
家
、
由
比
浜
に
出
で
し
め
給
う
。
供
奉
人
江
間
四
郎
以
下
水
干
を
着
せ
ら
る
。
或
は

野
箭
、
或
は
征
箭
な
り
。
北
条
五
郎
・
和
田
平
太
・
多
々
良
四
郎
・
榛
谷
四
郎
・
海
野
小
太
郎
・
望
月
三
郎
・

諏
訪
大
夫
・
藤
澤
四
郎
・
愛
甲
三
郎
、
お
の
お
の
小
笠
懸
・
遠
笠
懸
の
的
等
を
射
る
。
桟
敷
に
お
い
て
御
覧

あ
り
。

十
三
日

十
三
日

十
三
日

十
三
日
丁
未
、
法
華
堂
の
御
仏
事
。
導
師
摩
尼
房
阿
闍
梨
と
云
々
。

廿
日
廿
日
廿
日
廿
日
甲
寅
、
諸
庄
園
の
所
務
等
、
一
事
以
上
、
右
大
将
家
の
御
時
の
例
に
任
せ
、
沙
汰
せ
ら
る
べ
き
の
旨
、

遠
州
下
知
せ
し
め
給
う
と
云
々
。

廿
一
日

廿
一
日

廿
一
日

廿
一
日
乙
卯
、
尼
御
台
所
、
御
逆
修
を
始
行
せ
ら
る
。

廿
二
日

廿
二
日

廿
二
日

廿
二
日
丙
辰
、
備
後
国
御
調
本
・
北
条
、
地
頭
四
方
田
左
近
将
監
の
沙
汰
を
停
止
し
、
国
衙
に
付
け
ら
る

と
云
々
。
遠
州
下
知
す
。

廿
五
日

廿
五
日

廿
五
日

廿
五
日
己
未
、
将
軍
家
、
江
間
四
郎
亭
に
渡
御
す
。

廿
八
日

廿
八
日

廿
八
日

廿
八
日
壬
戌
、
今
日
、
御
逆
修
結
願
な
り
。
導
師
寿
福
寺
方
丈
。

三
月
大

一
日
一
日
一
日
一
日
甲
子
、
晴
。
京
都
の
使
者
参
る
。
去
月
廿
日
、
建
仁
四
年
を
改
め
元
久
元
年
と
な
す
。
ま
た
同
廿
五

日
、
上
皇
、
天
王
寺
に
御
幸
す
。
こ
れ
金
堂
修
理
供
養
と
云
々
。

三
日
三
日
三
日
三
日
丙
寅
、
霽
。
鶴
岳
宮
神
事
法
会
、
例
の
ご
と
し
。
駿
河
守
季
時
奉
幣
の
御
使
た
り
。

九
日
九
日
九
日
九
日
壬
申
、
晴
。
武
蔵
守
朝
雅
の
飛
脚
到
着
す
。
申
し
て
云
く
、
去
月
日
、
雅
楽
助
平
維
基
の
子
孫
等
伊

賀
国
に
起
つ
。
中
宮
長
同
度
光
の
子
息
等
伊
勢
国
に
起
つ
。
お
の
お
の
叛
逆
す
と
云
々
。
彼
の
両
国
守
護
人

山
内
首
藤
刑
部
丞
経
俊
子
細
を
相
尋
ぬ
る
の
と
こ
ろ
、
左
右
な
く
合
戦
を
企
つ
。
経
俊
無
勢
に
よ
り
逃
亡
す

る
の
間
、
凶
徒
等
、
二
ヶ
国
を
虜
領
し
、
鈴
鹿
の
関
・
八
峯
山
等
の
道
路
を

が
た固

む
。
よ
っ
て
上
洛
の
人
な
し

と
云
々
。

十
日
十
日
十
日
十
日
癸
酉
、
霽
。
京
都
の
飛
脚
帰
洛
す
。
謀
叛
人
の
事
、
彼
の
国
に
発
向
し
糾
弾
せ
し
む
べ
き
の
由
朝
政

に
仰
せ
ら
る
と
云
々
。

十
五
日

十
五
日

十
五
日

十
五
日
戊
寅
、
幕
府
に
お
い
て
天
台
止
観
談
議
を
始
め
ら
る
。
尼
御
台
所
御
聴
聞
の
た
め
将
軍
の
御
方
に

渡
御
す
と
云
々
。

廿
二
日

廿
二
日

廿
二
日

廿
二
日
乙
酉
、
鎮
西
の
乃
貢
の
事
、
掃
部
頭
入
道
寂
忍
勘
定
せ
し
む
べ
き
の
由
仰
せ
遣
わ
さ
る
と
云
々
。<

廿
七
日

廿
七
日

廿
七
日

廿
七
日
庚
寅
、
将
軍
家
、
勝
長
寿
院
に
御
参
。

廿
九
日

廿
九
日

廿
九
日

廿
九
日
壬
辰
、
伊
賀
・
伊
勢
両
国
平
氏
謀
叛
の
事
、
そ
の
後
左
右
を
申
さ
ざ
る
の
間
、
す
こ
ぶ
る
御
不
審



な
き
に
あ
ら
ず
。
よ
っ
て
今
日
昼
夜
の
雑
色
等
を
遣
わ
さ
る
。
武
蔵
守
朝
雅
の
下
知
に
随
い
、
発
向
す
べ
き

の
旨
、
重
ね
て
京
畿
の
御
家
人
の
中
に
仰
せ
ら
る
と
云
々
。
広
元
朝
臣
こ
れ
を
奉
行
す
。

四
月
小

一
日
一
日
一
日
一
日
甲
午
、
駿
河
・
武
蔵
・
越
後
等
の
国
々
、
重
ね
て
内
検
を
遂
ぐ
べ
き
に
よ
り
、
宣
衡
・
仲
業
・
明
定

等
を
下
し
遣
わ
さ
る
べ
き
の
由
、
そ
の
沙
汰
有
り
。
広
元
朝
臣
・
清
定
奉
行
た
り
。

十
日
十
日
十
日
十
日
癸
卯
、
晴
。
笠
置
解
脱
上
人
の
使
者
、
去
る
こ
ろ
参
着
す
。
当
寺
に
お
い
て
礼
堂
を
建
つ
べ
き
間
、

将
軍
家
の
御
奉
加
を
申
す
と
こ
ろ
な
り
。
よ
っ
て
今
日
砂
金
已
下
の
重
宝
等
を
彼
の
使
に
賜
う
。
た
だ
し
御

奉
加
の
状
な
し
と
云
々
。

十
六
日

十
六
日

十
六
日

十
六
日
己
酉
、
駿
河
以
下
三
ヶ
国
内
検
の
事
、
先
日
決
定
せ
し
む
と
い
え
ど
も
、
重
ね
て
そ
の
沙
汰
有
り

て
延
引
す
。
こ
れ
去
年
御
代
始
の
故
、
撫
民
の
御
計
ら
い
あ
る
べ
き
に
よ
り
、
有
限
の
乃
貢
な
お
員
数
を
減

ら
さ
れ
お
わ
ん
ぬ
。
今
年
そ
の
節
を
遂
げ
ら
る
る
に
お
い
て
は
、
民
戸
定
め
て
休
み
難
き
か
。
し
か
れ
ば
善

政
を
行
わ
れ
ざ
る
が
ご
と
し
。
暫
く
閣
か
る
べ
き
の
由
と
云
々
。

十
八
日

十
八
日

十
八
日

十
八
日
辛
亥
、
将
軍
家
、
御
夢
想
の
告
に
よ
り
、
岩
殿
観
音
堂
に
参
り
給
う
。
遠
州
な
ら
び
に
四
郎
・
五

郎
等
の
主
、
及
び
広
元
朝
臣
以
下
、
扈
従
雲
霞
の
ご
と
し
。
三
浦
左
衛
門
尉
御
駄
餉
と
云
々
。

廿
日
廿
日
廿
日
廿
日
癸
丑
、
御
家
人
の
中
、
故
右
大
将
軍
自
筆
の
御
書
を
帯
す
る
の
輩
、
ま
ま
こ
れ
在
り
と
云
々
。
進
覧

す
べ
き
の
由
仰
せ
下
さ
る
。
こ
れ
を
写
し
留
め
ら
れ
ん
が
た
め
な
り
。
清
定
、
奉
行
と
し
て
こ
れ
を
召
し
仰

す
と
云
々
。

廿
一
日

廿
一
日

廿
一
日

廿
一
日
甲
寅
、
晴
。
武
蔵
守
朝
雅
の
飛
脚
到
着
す
。
申
し
て
云
く
、
去
月
廿
三
日
出
京
す
。
こ
こ
に
伊
勢

平
氏
等
鈴
鹿
の
関
所
を
塞
ぎ
、
険
阻
を

も
と索

む
る
の

あ
い
だ際

、
た
と
え
合
戦
を
遂
げ
ず
と
い
え
ど
も
、
人
馬
こ
れ

を
通
し
難
き
に
よ
り
、
美
濃
国
を
廻
り
て
、
同
廿
七
日
に
伊
勢
国
に
入
り
、
計
議
を
凝
ら
す
。
今
月
十
日
よ

り
同
十
二
日
に
至
る
ま
で
合
戦
す
。
先
ず
進
士
三
郎
基
度
の
朝
明
郡
冨
田
の
舘
を
襲
う
。
挑
戦
刻
を
移
す
。

基
度
な
ら
び
に
舎
弟
松
本
三
郎
盛
光
・
同
四
郎
・
同
九
郎
等
を
誅
す
。
次
い
で
安
濃
郡
に
お
い
て
岡
八
郎
貞

重
、
及
び
子
息
伴
類
を
攻
撃
す
。
次
い
で
多
気
郡
に
到
り
庄
田
三
郎
佐
房
・
同
子
息
師
房
等
と
相
戦
う
。
彼

の
輩
遂
に
以
っ
て
敗
北
す
。
ま
た
河
田
刑
部
大
夫
を
生
虜
す
。
お
よ
そ

ろ
う
れ
い

狼
唳
両
国
を

な
び靡

か
す
と
い
え
ど
も
、

蜂
起
三
日
を

す軼
ぎ
ず
。
件
の
残
党
な
お
伊
賀
国
に
在
り
。
重
ね
て
こ
れ
を
追
討
す
べ
し
と
云
々
。

五
月
小

五
日
五
日
五
日
五
日
丁
卯
、
陰
。
鶴
岳
臨
時
祭
例
の
ご
と
し
。
将
軍
家
、
御
参
宮
な
し
。
広
元
朝
臣
、
奉
幣
の
御
使
た
り
。

六
日
六
日
六
日
六
日
戊
辰
、
晴
。
朝
雅
の
飛
脚
重
ね
て
到
来
す
。
去
月
廿
九
日
伊
勢
国
に
到
る
。
平
氏
雅
楽
助
三
郎
盛
時



な
ら
び
に

し
て
つ

子
姪
等
、
城
郭
を
当
国
六
ヶ
山
に
構
え
、
数
日
相
支
う
と
い
え
ど
も
。
朝
雅
武
勇
を
励
ま
す
の
間
、

彼
ら
の
防
戦
利
を
失
い
敗
北
す
。お
よ
そ
張
本
若
菜
五
郎
の
城
郭
を
構
う
る
処
所
は
、所
謂
、伊
勢
国
日
永
・

若
松
・
南
村
・
高
角
・
関
・
北
野
等
な
り
。
遂
に
関
・
北
野
に
お
い
て
そ
の
命
を
亡
う
と
云
々
。
度
々
の
合

戦
の
次
第
、
軍
士
の
忠
否
等
、
分
明
に
こ
れ
を
註
し
申
す
。
山
内
首
藤
刑
部
丞
経
俊
・
同
瀧
口
六
郎
ら
、
始

め
は
平
氏
の
猛
威
を
怖
れ
、
逐
電
せ
し
む
る
と
い
え
ど
も
、
後
に
は
朝
雅
に
行
き
逢
い
、
相
共
に
征
伐
に
励

む
の
由
。
同
じ
く
こ
れ
を
載
す
と
云
々
。

八
日
八
日
八
日
八
日
庚
午
、
国
司
ら
の
訴
え
に
つ
き
、
沙
汰
を
経
ら
る
る
の
事
有
り
。
所
謂
山
海
狩
漁
、
国
衙
の
所
役
に

従
う
べ
き
事
、
塩
屋
の
所
当
、
参
分
の
一
を
も
っ
て
地
頭
分
と
な
し
、
抑
留
の
儀
を
止
む
べ
き
事
、
節
料
焼

米
、
国
司
の
得
分
と
な
す
べ
き
事
、
以
上
三
ヶ
条
、
且
つ
う
は
国
宣
に
従
い
。
且
つ
は
先
例
に
任
せ
て
沙
汰

を
致
す
べ
き
の
旨
、
地
頭
ら
に
仰
せ
付
け
ら
る
。
左
衛
門
尉
義
村
・
左
京
進
仲
業
、
奉
行
た
り
と
云
々
。
ま

た
伊
勢
国
員
弁
郡
司
進
士
行
綱
、
夜
討
ち
の
疑
い
あ
る
に
よ
り
、
囚
人
と
な
す
と
い
え
ど
も
、
彼
の
夜
討
ち

は
、
伊
勢
平
氏
若
菜
五
郎
ら
の
所
行
た
る
の
由
、
従
類
の
白
状
出
来
す
る
の
間
、
行
綱
の
過
な
き
の
旨
、
そ

の
沙
汰
あ
り
。今
日
厚
免
を
蒙
り
、あ
ま
つ
さ
え
本
所
に
安
堵
す
べ
き
の
趣
、遠
州
下
知
を
加
え
給
う
と
云
々
。

十
日
十
日
十
日
十
日
壬
申
、
伊
勢
平
氏
ら
追
討
の
賞
の
事
、
そ
の
沙
汰
あ
り
。
広
元
朝
臣
・
問
注
所
入
道
ら
こ
れ
を
奉
行

す
。
朝
雅
、
伊
勢
国
守
護
職
に
補
任
す
。
ま
た
彼
の
輩
の
私
領
水
田
を
給
わ
る
。
く
だ
ん
の
両
国
守
護
は
経

俊
の
本
職
な
り
。
し
か
る
に
平
氏
の
片
時
の
権
威
に
恐
れ
逃
亡
す
る
の
間
、
改
め
補
せ
ら
る
る
と
こ
ろ
な
り
。

十
六
日

十
六
日

十
六
日

十
六
日
戊
寅
、
尼
御
台
所
、
金
剛
寿
福
寺
に
お
い
て
御
仏
事
を
修
せ
ら
る
。
祖
父
母
の
御
追
善
と
云
々
。

十
九
日

十
九
日

十
九
日

十
九
日
辛
巳
、
故
右
大
将
家
の
御
書
等
の
事
、
先
日
の
御
尋
ね
に
つ
き
、
所
持
の
輩
多
く
も
っ
て
こ
れ
を

進
覧
せ
し
む
。
そ
の
中
、
小
山
左
衛
門
尉
・
同
七
郎
・
千
葉
介
、
お
の
お
の
数
十
通
を
献
ぜ
し
む
。
そ
の
外

は
或
は
一
紙
、
若
し
く
は
両
三
通
〈
こ
れ
を
進
覧
す
〉。
皆
こ
れ
を
写
し
置
か
る
。
彼
の
時
の
御
成
敗
の
意

趣
を
知
ろ
し
め
さ
れ
ん
が
た
め
な
り
。
広
元
朝
臣
申
し
行
う
と
云
々
。

六
月
小

一
日
一
日
一
日
一
日
壬
辰
、
将
軍
家
の
御
願
と
し
て
、
今
日
中
に
愛
染
明
王
像
三
十
三
体
を
造
立
せ
ら
れ
、
即
ち
供
養
の

儀
有
り
。
導
師
荘
厳
房
行
勇
と
云
々
。

八
日
八
日
八
日
八
日
己
亥
、
伊
勢
平
氏
追
討
の
賞
の
事
、
重
ね
て
そ
の
沙
汰
あ
り
。
先
度
恩
に
漏
る
る
の
輩
光
員
以
下
愁

眉
を
開
く
。
彼
の
亡
卒
跡
の
散
在
名
田
等
と
云
々
。
遠
州
こ
れ
を
下
知
せ
し
め
給
う
と
云
々
。

廿
日
廿
日
廿
日
廿
日
辛
亥
、
臨
時
祭
た
る
に
よ
り
、
将
軍
家
（
右
少
将
。
去
る
三
月
一
日
任
じ
給
う
）
鶴
岳
八
幡
宮
に
御

参
。
神
馬
二
疋
を
奉
ら
る
。
流
鏑
馬
・
経
供
養
、
例
の
ご
と
し
。



七
月
大

十
四
日

十
四
日

十
四
日

十
四
日
甲
戌
、
未
の
刻
、
将
軍
家
俄
か
に
も
っ
て
痢
病
を
患
わ
し
め
給
う
。
諸
人
群
参
す
と
云
々
。

十
五
日

十
五
日

十
五
日

十
五
日
乙
亥
、
将
軍
家
の
御
不
例
、
な
お
平
癒
の
儀
な
し
。
よ
っ
て
鶴
岳
宮
に
お
い
て
、
信
読
大
般
若
経

を
始
行
せ
ら
る
。
当
宮
供
僧
ら
こ
れ
を
奉
仕
す
。
駿
河
守
季
時
、
御
使
と
し
て
宮
寺
に
参
る
。
三
ヶ
日
中
に

結
願
す
べ
き
の
由
、
仰
せ
下
さ
る
る
と
こ
ろ
な
り
。

十
九
日

十
九
日

十
九
日

十
九
日
己
卯
、
西
の
刻
、
伊
豆
国
の
飛
脚
参
着
す
。
昨
日
（
十
八
日
）、
左
金
吾
禅
閤
（
年
廿
三
）、
当
国

修
禅
寺
に
お
い
て
薨
じ
給
う
の
由
こ
れ
を
申
す
と
云
々
。

廿
三
日

廿
三
日

廿
三
日

廿
三
日
癸
酉
、
快
霽
。
将
軍
家
御
病
悩
平
癒
の
間
、
沐
浴
し
給
う
。

廿
四
日

廿
四
日

廿
四
日

廿
四
日
甲
申
、
左
金
吾
禅
閤
の
御
家
人
ら
片
土
に
隠
居
し
謀
叛
を
企
つ
。
こ
こ
に
発
覚
す
る
の
間
、
相
州
、

金
窪
太
郎
行
親
已
下
を
差
し
遣
わ
し
、
忽
ち
に
も
っ
て
こ
れ
を
誅
戮
せ
ら
る
。

廿
六
日

廿
六
日

廿
六
日

廿
六
日
丙
戌
、
安
芸
国
壬
生
庄
地
頭
職
の
事
、
山
形
五
郎
為
忠
と
小
代
八
郎
ら
と
相
論
す
る
の
間
、
守
護

人
宗
左
衛
門
尉
孝
親
の
注
進
状
に
つ
き
、
今
日
御
前
に
お
い
て
一
決
せ
ら
る
。
遠
州
な
ら
び
に
広
元
朝
臣
ら

御
前
に
候
せ
ら
る
。
こ
れ
将
軍
家
直
に
政
道
を
聴
断
せ
し
め
給
う
の
始
め
な
り
。

八
月
小

三
日
三
日
三
日
三
日
癸
巳
、
今
日
、
鎌
倉
中
の
寺
社
領
等
の
事
、
そ
の
沙
汰
あ
り
。
左
京
進
仲
業
、
永
福
寺
公
文
職
に
補

す
。
か
つ
が
つ
寺
中
の
沙
汰
を
奉
行
せ
し
め
、
寺
領
年
貢
の
進
未
を
明
ら
む
べ
き
の
由
、
仰
せ
付
け
ら
る
と

云
々
。

四
日
四
日
四
日
四
日
甲
午
、
将
軍
家
御
嫁
娶
の
事
、
日
ご
ろ
は
上
総
前
司
の
息
女
た
る
べ
き
か
の
由
、
そ
の
沙
汰
有
り
と

い
え
ど
も
、
御
許
容
に
及
ば
ず
。
京
都
に
申
さ
る
る
こ
と
す
で
に
お
わ
ん
ぬ
。
よ
っ
て
彼
の
御
迎
以
下
用
意

の
事
、
今
日
、
内
談
有
り
。
供
奉
人
に
お
い
て
は
直
の
御
計
ら
い
と
し
て
、
人
数
を
定
め
ら
る
。
容
儀
花
麗

の
壮
士
を
も
っ
て
撰
ら
び
遣
わ
さ
る
べ
き
の
由
と
云
々
。

十
五
日

十
五
日

十
五
日

十
五
日
乙
巳
、
鶴
岳
放
生
会
、
将
軍
家
御
軽
服
の
間
、
宮
寺
に
付
し
て
こ
れ
を
行
わ
る
。
夜
に
入
り
、
将

軍
家
明
月
に
乗
じ
て
由
比
浦
に
出
し
め
給
う
。
一
両
艘
の
舟
舩
を
粧
い
、
六
七
輩
の
伶
人
を
召
す
。
管
絃
お

の
お
の
妙
曲
を
尽
く
す
。

廿
一
日

廿
一
日

廿
一
日

廿
一
日
辛
亥
、
石
清
水
八
幡
寺
領
河
内
国
高
井
田
の
事
、
将
軍
家
の
御
祈
祷
所
と
し
て
、
地
頭
を
止
め
ら

れ
お
わ
ん
ぬ
。
宮
寺
の
沙
汰
た
る
べ
き
の
由
、
今
日
仰
せ
遣
わ
さ
る
と
云
々
。

九
月
大

一
日
一
日
一
日
一
日
丙
寅
、
近
習
の
輩
十
余
人
任
官
の
事
、
こ
れ
を
挙
げ
申
さ
る
と
云
々
。



二
日
二
日
二
日
二
日
丁
卯
、
将
軍
家
御
馬
二
疋
（
河
原
毛
・
栗
毛
駮
）
を
も
っ
て
、
伊
勢
内
外
両
宮
に
奉
ら
る
。
新
藤
二

俊
長
・
和
泉
掾
景
家
ら
こ
れ
を
相
具
し
、
今
朝
進
発
す
と
云
々
。

十
三
日

十
三
日

十
三
日

十
三
日
戊
寅
、
法
華
堂
御
仏
事
お
わ
ん
ぬ
。
秉
燭
の
程
、
盗
人
、
別
当
の
大
学
坊
に
入
り
、
先
考
の
御
遺

物
・
重
宝
等
を
盗
み
取
る
。
即
ち
馳
せ
申
す
の
間
、
当
番
衆
ら
に
仰
せ
、
犯
人
を

あ
き明

ら
め
尋
ね
ら
る
る
と
い

え
ど
も
、
跡
を

く
ら晦

ま
し
行
方
を
知
ら
ず
と
云
々
。

十
五
日

十
五
日

十
五
日

十
五
日
甲
戌
、
霽
。
将
軍
家
、
去
る
夜
、
白
地
に
相
州
の
御
亭
に
入
御
す
。
即
ち
還
御
あ
ら
ん
と
欲
す
る

の
と
こ
ろ
、
亭
主
抑
留
し
奉
り
給
う
。
今
夜
月
食
た
る
に
よ
り
、
不
意
に
ま
た
御
逗
留
。
亭
主
殊
に
興
に
入

り
給
う
。
そ
の
間
、
行
光
座
に
候
す
。
申
し
て
云
く
、
京
極
大
閤
の
御
時
、
白
河
院
、
宇
治
に
御
幸
し
、
還

御
あ
ら
ん
と
擬
す
。
余
興
尽
き
ざ
る
の
間
、
な
お
御
逗
留
を
申
さ
る
。
し
か
る
に
明
日
還
御
あ
ら
ば
、
宇
治

よ
り
洛
陽
は
北
に
当
た
る
。
方
忌
の
憚
り
有
る
べ
し
と
云
々
。
殿
下
の
御
遺
恨
甚
だ
し
き
の
と
こ
ろ
、
行
家

朝
臣
、
喜
撰
法
師
の
詠
歌
を
引
き
、
今
、
宇
治
は
都
の
南
に
あ
ら
ず
。
巽
た
る
の
由
こ
れ
を
申
す
。
こ
こ
に

よ
り
、そ
の
日
還
御
を
止
め
ら
る
と
云
々
。今
夕
の
月
蝕
、も
っ
と
も
天
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ
な
り
と
云
々
。

相
州
殊
に
御
感
と
云
々
。

十
月
小

六
日
六
日
六
日
六
日
乙
未
、
亥
の
刻
、
大
地
震
。

十
日
十
日
十
日
十
日
己
亥
、
風
烈
し
。
雨
頻
り
に
降
る
。
申
の
刻
、
雷
鳴
両
三
声
。

十
四
日

十
四
日

十
四
日

十
四
日
癸
卯
、
坊
門
前
大
納
言
（
信
清
卿
）
の
息
女
、
将
軍
家
の
御
台
所
と
し
て
、
下
向
せ
し
め
給
う
べ

き
に
よ
り
、
御
迎
の
た
め
人
々
上
洛
す
。
所
謂
、
左
馬
権
助
・
結
城
七
郎
・
千
葉
平
次
兵
衛
尉
・
畠
山
六
郎
・

筑
後
六
郎
・
和
田
三
郎
・
土
肥
先
次
郎
・
葛
西
十
郎
・
佐
原
太
郎
・
多
々
良
四
郎
・
長
井
太
郎
・
宇
佐
美
三

郎
・
佐
々
木
小
三
郎
・
南
条
平
次
・
安
西
四
郎
等
な
り
。

十
七
日

十
七
日

十
七
日

十
七
日
丙
午
、
大
隅
国
正
八
幡
宮
寺
訴
え
申
す
事
、
沙
汰
を
経
ら
る
。
こ
れ
故
右
幕
下
の
御
時
、
掃
部
頭

入
道
寂
忍
、
正
宮
地
頭
た
る
の
と
こ
ろ
、
宮
寺
、
子
細
を
申
す
に
よ
り
、
そ
の
儀
を
停
止
せ
ら
れ
お
わ
ん
ぬ
。

そ
の
後
、
ま
た
三
ヶ
所
に
三
人
の
地
頭
を
補
せ
ら
る
る
の
間
、
造
宮
の
功
成
し
難
き
の
由
と
云
々
。
よ
っ
て

今
日
、
彼
の
地
頭
職
等
を
止
む
る
と
こ
ろ
な
り
。
帖
作
郷
地
頭
肥
後
坊
良
西
、
荒
田
庄
地
頭
山
北
六
郎
種
頼
、

万
得
名
地
頭
馬
部
入
道
浄
賢
と
云
々
。
広
元
朝
臣
こ
れ
を
奉
行
す
。

十
八
日

十
八
日

十
八
日

十
八
日
丁
未
、
諸
国
庄
園
郷
保
地
頭
等
、
事
を
勲
功
の
賞
に
寄
せ
、
非
例
を
構
え
、
所
務
を
濫
妨
す
る
の

由
、
国
司
・
領
家
の
訴
訟
出
来
す
る
の
間
、
今
日
そ
の
沙
汰
あ
り
。
名
田
と
云
い
、
所
職
と
云
い
、
本
下
司

の
跡
に
任
せ
、
沙
汰
を
致
す
べ
し
。
御
旨
に
背
か
ば
、
職
を
改
む
べ
き
の
旨
、
仰
せ
下
さ
る
と
云
々
。
仲
業
・

清
定
奉
行
す
と
云
々
。



十
一
月
大

三
日
三
日
三
日
三
日
辛
酉
、
将
軍
家
聊
か
御
不
例
と
云
々
。

四
日
四
日
四
日
四
日
壬
戌
、
伊
勢
国
三
日
平
氏
跡
の
新
補
地
頭
等
、
武
威
を
募
り
、
大
神
宮
御
上
分
米
を
停
止
す
る
の
由
、

本
宮
こ
れ
を
訴
え
申
す
。
彼
の
地
は
当
国
散
在
の
田
畠
な
り
。
平
氏
、
地
下
を
管
領
す
と
い
え
ど
も
、
上
分

米
に
お
い
て
は
本
宮
に
備
進
す
る
の
条
、
所
見
分
明
の
間
、
清
定
の
奉
行
と
し
て
、
先
例
を
守
り
、
そ
の
弁

を
致
す
べ
き
の
由
、
今
日
仰
せ
下
さ
る
と
云
々
。

五
日
五
日
五
日
五
日
癸
亥
、
子
の
尅
、
従
五
位
下
行
左
馬
権
助
平
朝
臣
政
範
卒
す
（
年
十
六
、
時
に
在
京
す
）。

七
日
七
日
七
日
七
日
乙
丑
、
笠
置
解
脱
上
人
の
使
者
参
着
す
。
申
し
て
云
く
、
去
月
十
五
日
、
礼
堂
造
畢
の
間
、
無
為
に

供
養
を
遂
ぐ
と
云
々
。
こ
れ
将
軍
家
御
奉
加
の
事
、
賀
し
申
す
の
故
な
り
と
云
々
。

九
日
九
日
九
日
九
日
丁
卯
、
将
軍
家
の
御
不
例
平
癒
の
後
、
御
沐
浴
の
儀
有
り
と
云
々
。

十
三
日

十
三
日

十
三
日

十
三
日
辛
未
、
遠
江
左
馬
助
、
去
る
五
日
京
都
に
お
い
て
卒
去
す
る
の
由
、
飛
脚
到
着
す
。
こ
れ
遠
州
当

時
の
寵
物
牧
の
御
方
腹
の
愛
子
な
り
。
御
台
所
の
御
迎
と
し
て
去
月
上
洛
し
、
去
る
三
日
に
京
着
す
。
路
次

よ
り
病
悩
、
遂
に
大
事
に
及
ぶ
。
父
母
の
悲
歎
さ
ら
に
比
ぶ
べ
き
な
し
と
云
々
。

十
七
日

十
七
日

十
七
日

十
七
日
乙
亥
、
法
華
堂
の
重
宝
等
、
去
る
九
月
紛
失
す
る
の
間
、
尋
ね
求
む
べ
き
の
由
、
所
々
に
触
れ
仰

せ
ら
る
る
の
と
こ
ろ
、
武
蔵
国
洲
河
に
お
い
て
、
地
頭
、
件
の
犯
人
を
搦
め
取
り
、
今
日
、
和
田
左
衛
門
尉

の
宅
に
将
来
す
。
重
宝
悉
く
こ
れ
を
尋
ね
取
り
、
随
身
せ
し
む
と
云
々
。

十
八
日

十
八
日

十
八
日

十
八
日
丙
子
、
法
華
堂
の
御
剣
以
下
の
重
宝
等
、
別
当
房
に
返
し
渡
さ
る
。
洲
河
、
御
感
の
仰
せ
を
蒙
る
。

恩
沢
に
浴
す
べ
き
の
由
と
云
々
。

廿
日
廿
日
廿
日
廿
日
戊
寅
、
故
遠
江
左
馬
助
の
僮
僕
等
、
京
都
よ
り
帰
着
す
。
去
る
六
日
、
東
山
の
辺
り
に
葬
す
と
云
々
。

ま
た
同
四
日
、
武
蔵
前
司
朝
雅
の
六
角
東
洞
院
第
に
お
い
て
酒
宴
の
間
、
亭
主
と
畠
山
六
郎
と
諍
論
の
儀
有

り
。し
か
れ
ど
も
会
合
の
輩
こ
れ
を
宥
む
る
に
よ
り
、

ぶ
い

無
為
に
退
散
し
お
わ
ん
ぬ
の
由
、今
日
風
聞
す
と
云
々
。

廿
六
日

廿
六
日

廿
六
日

廿
六
日
甲
申
、
将
軍
家
、
日
ご
ろ
画
工
に
仰
せ
、
京
都
に
お
い
て
将
門
合
戦
絵
を
図
せ
ら
る
。
今
日
到
来

す
。
掃
部
頭
入
道
調
進
す
る
と
こ
ろ
な
り
。
二
十
ヶ
巻
。
蒔
絵
の
櫃
に
納
む
。
殊
に
御
自
愛
と
云
々
。

十
二
月
大

十
日
十
日
十
日
十
日
戊
戌
、
御
台
所
御
下
着
と
云
々
。

十
七
日

十
七
日

十
七
日

十
七
日
甲
辰
、
将
軍
家
、
前
大
膳
大
夫
広
元
朝
臣
の
家
に
入
御
す
と
云
々
。

十
八
日

十
八
日

十
八
日

十
八
日
乙
巳
、
尼
御
台
所
の
御
願
と
し
て
七
観
音
像
を
図
絵
せ
ら
る
。
去
る
こ
ろ
南
都
よ
り
到
着
す
。
今

日
、
彼
の
御
方
に
お
い
て
供
養
を
遂
げ
ら
る
。
導
師
金
剛
寿
福
寺
方
丈
葉
上
坊
、
願
文
仲
章
朝
臣
こ
れ
を
草



す
。
将
軍
家
、
御
結
縁
の
た
め
渡
御
す
と
云
々
。

廿
二
日

廿
二
日

廿
二
日

廿
二
日
己
酉
、
御
台
所
の
御
方
祇
候
の
男
女
数
輩
、
地
頭
職
を
拝
領
す
と
云
々
。


